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この地に根ずく精神性や風土を土台とする公益の心や自学自修、進取の気風を内発力
にして、生涯安心して暮らせる人に優しく色んなオンリーワンを生み出す稀有なまちを目
指す 

時代を超えて守り育ててきた食と農などの貴重な生活文化を愛着心
にして、人から人へ、現代から未来へつないでいくまちを目指すを 

互いに個を認め合い、多文化が共生する心しなやかで創造的な人々が織りなす自然・くらし・ひと総循環型の田園環境都市を目指す 

伝統と創造が息づく都市 真に豊かな生活文化都市 

しなやかな田園環境文化都市 

オンリーワンの地域発新産業創造
プロジェクトを発起するまち 

市民が公益を支える安心のま
ち 

こどもからおとな・高齢者まで、
継続した『サポート』があるまち 
鶴岡  

すべての年代の人が安心して
暮らせる、人が集まる「まち」」 

こどもからおとな・高齢者まで、
必要とする『サポート』が受けら
れるまち 鶴岡  

温故知新 進取の精神が感じら
れるまち 鶴岡 

オンリーワンを目指すプロジェク
トの始動 

自然と営み歴史と暮らす、挑み
続ける街、鶴岡 

歴史文化をたて糸に、時代をひ
らく志を横糸に、未来を織り上げ
て行く 人に優しいまち 鶴岡 

地域が生み出す産業の都市 

"つるおか愛着人口増加宣言”     
～CHALLENGE！地域で『つなが
る』から未来へ『つなげる』へ～" 

“魅せるまち 鶴岡”～活かそう風
土、伝えよう世界へ、つなげよう
未来へ～"  

”たがやそう鶴岡、育てよう人、咲
かせよう未来” ～つながろう世界
と  つなげよう未来へ～" 

先人の智恵を活かした農文化、
食文化の推進  

「食と生のまち」  

いのちを支える食と農の発信都
市 

自らが住みつづけたいまちのカタ
チを自らが考え、自らが支えるま
ち   鶴岡 

12万8千市民に12万8千とおりの
健康で豊かな『しあわせの形』が
あるまち 鶴岡 

交流から生まれるまちの賑わい
と、豊かな自然を基盤とした営
みが生み出す個性豊かなふる
さとの風景のもとで、誇りと尊厳、
寛容性をもって、多様な人々とと
もに心豊かに暮らす田園環境文
化都市：鶴岡。" 

多文化共生都市に向けた人づくり 市民（市長？）は、田園環境文化都市鶴岡の実現のため、地
域の自然と歴史文化を映す個性的な風景を創造的に継承発
展させるとともに、もの/人が地域内で循環する持続的な営み
を育て、同時に多様な人々の活動を包摂する、チャレンジ精
神に満ちた地域社会をつくるためにソフト、ハードの両面から
努力を続けるものとする。"  
  

"ユニバーサルデザインの確立と
無限のチャレンジで、笑顔の連
鎖が生まれる 私の誇り 城下
町つるおか" 

自然・くらし・ひと 総（創）循環型
都市の実現 

市民、地域、行政皆で公益を支え、
その人に応じた生涯必要な暮らしの
サポートが身近に提供される安心
のまち鶴岡 

温故知新の姿勢、進取と挑戦の志
で、未来を切り拓く、人に優しいまち 
 

チャレンジ精神に満ち溢れ、ハード・ソ
フト両面で全ての人が暮らしやすく、
笑顔の連鎖する総循環型の田園環境
文化都市鶴岡を目指す 

多文化が共存共栄できる寛容な人
を育て、品格ある田園環境文化都
市鶴岡を目指す 

個の自主性や生き方が尊重され、
多様なしあわせの形を表現できるま
ち 

市民がつながって、人を含めまちの
魅力発掘、地域磨きで、愛着を高め
るとともに、それを世界に発信し、未
来へつなげていきたい 

命を支える食、食を支える農、生き
る根源を大切にするまち 

本市の目指す都市像・まちづくりの基本方針（前回宿題の整理図 1) 時 2018.8.17 
2) 所 市役所 
3）データ出所 総合計画企画専門委
員会委員の宿題への提案 ⇒イメージ：古いものと新しいものがうまく

調和したまち 

⇒イメージ：安全安心で幸せに暮らせる環境を後世につないでいくまち 

⇒イメージ：時代の変化に合わせて、しなやかに暮らすまち 

“活きるまち 鶴岡”～たがやそう
地域、育てよう人、咲かせよう未
来～"  


